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　このページは町民の皆様に取材協力を

お願いして、町政や議会への意見や感想

を掲載しています。今回は、「ミヤマシジ

ミ里の会」の出戸秀典さんに登場してい

ただきました。

正解者５名様にいいちゃん商品券進呈
（締切は11/30、発表は発送をもってかえさせていただきます）
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議会だより議会だより

 「ミヤマシジミ」という蝶の

名前を聞いたことがある人は、

かなり増えてきたのではない

でしょうか。

　全国を旅する蝶として有名

なアサギマダラと未だに間違

われることはありますが、ミ

ヤマシジミは一年中この町に

居続ける絶滅危惧種で、最も

生息地が残っていることは全

国に誇るべきことです。

　そんなミヤマシジミを代表

とする「希少な生き物たち」

がこれからも人里で暮らして

いけるようにするために、

「ミヤマシジミ里の会」（以下、

里の会）が2021年10月に発足

しました。

　生息地の草刈りや在来植物

の植栽といった、泥臭くて地

味で地道な活動が主ですが、

発足からまる３年が経過し、

ミヤマシジミの保全でまちおこしへ

町や議会に望むこと
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〈問題〉

県内で○○○位

徐々にその成果が見え始めて

います。

　里の会で草刈りする生息地

は本郷・七久保地区だけだっ

た発足当初から、現在は飯

島・田切地区にも広がり、植

栽によってミヤマシジミが定

着したことで、生息地の数も

回復しつつあります。

　里の会の会員は徐々に増え

ており、飯島町民だけでなく

近隣市町村の在住者にも広が

り、今年９月の草刈りでは、

妙高市や長野市、松本市から

も若い助っ人に駆けつけてい

ただき、町内外に里の会の活

動が注目されてきています。

　今後は、ミヤマシジミがさ

らに愛着を持てる身近な存在

となるように、普及啓発活動

にも積極的に取り組んでいき

たいと考えています。

　町民の皆さんと、そのご先

祖様がこれまで「自然と共に

生業を営んできたこと」で生

き残ってきたミヤマシジミ。

　これからは、ミヤマシジミ

によってこの町が少しでも賑

わいを取り戻し、町民の皆さ

んが「この町で暮らす誇り」

をさらに感じられるように、

活動を展開していきたいです。

　人口減少や高齢化、それに

伴う省力化や機械の大型化に

よって、飯島町の遺産とも言

える「豊かな生物多様性」が

少しずつ劣化してきています。

これまでもこれからも、「人と

自然の調和」がとれた魅力あ

る町であり続けるために、一

人一人がまちづくりに考えを

巡らせる機会を作っていって

もらいたいです。

１人あたりの医療費は、 住所・氏名・年齢・解答とご意見など
をご記入のうえ、いいちゃんポスト・
ＱＲコードで、飯島町議会事務局　
議会だよりクイズ係宛まで

コマツナギがないと生きられない

InstagramInstagramFacebookFacebook
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子育てと福祉が充実した１年間！子育てと福祉が充実した１年間！特 集特 集
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総額95億697万円

（ 前年度：65.8点 ）

　令和５年度に実施した町の事業に対して、決算並びに行政評価書に基づいたアンケートを全議

員対象に実施しました。（12人中12人の回答）

　各項目に対する点数（全て100点満点）の平均点とコメントを掲載しています。

令和5年度令和5年度 決算評価!決算評価!
令和5年度決算

71.2点 58.7点

68.3点 72.9点

64.1点 48.7点

53.7点 69.1点

63.9点
子育てと福祉が充実した１年間！子育てと福祉が充実した１年間！

〈  〉 は、各コメント者の点数 は、平均点

町の財政及び運営状態

・令和２年度からの起債償還で将来負担比率
が29.4％と大きく下げている。〈85点〉

・  経常収支比率が年々増加しており、財政力
も年々低下。財政が硬直化しており、自力
でお金を集められず、自由に使えるお金も
減っていることは、新規事業の実施の妨げ
となり、問題。〈40点〉

最高点：85点

人事・総務関係

・防災行政無線操作卓改修工事業務、前年度よ
り繰越した庁内ネットワーク再構築及び校務
系システム再構築の委託料が特徴的な事業で
あった。〈80点〉

・第６次総合計画の将来像実現に向けて取り組んでいる施策は、概ね実施され
ており評価できる。〈75点〉

・循環ライフ構想や光をそそぐマイホーム取得補助事業を縮小すれば、もっと
住民福祉に関わる事業に利用できたのではないかと考える。〈60点〉

・町の最大の問題である出生者数もさらに減少し、今後の学校統廃合は避けら
れない可能性が高い。〈40点〉

・過去数年間、異常とも言える自己都合退職者
を生じた。当時の理事者・管理職の責任が大
きい。〈30点〉

最高点：80点

子育て支援・公共施設関係

・保育士へのサポートや子ども向けの支援がよ
り充実した事業の実施だった。〈90点〉

・子育て支援はよく出来ている。しかし、文化館・
与田切公園のトイレやプールなど老朽化して、
整備の長期計画が必要。〈70点〉

最高点：90点

保険・医療・福祉関係

・特定検診の受診率の高さを評価する。医療
費削減につながる。〈80点〉

・七久保診療所の医師確保は相変わらず成果を
上げていないし、新たな展望も生まれていな
い。町内医師の高齢化も含めて、近い将来の
医療体制脆弱化を危惧する。〈60点〉

最高点：90点

商業・企業誘致関係

・商業施設用地購入・造成等工事、千人塚ト
イレ工事・櫻山浄化槽更新工事を評価する。
〈85点〉

・ドラッグストアの誘致は評価できるが、隣
の空き地は気になる。その他の企業誘致は
進められていないと見える。町長の公約「個
店の充実」の部分の具体策に期待。〈50点〉

最高点：90点

環境循環ライフ構想プロジェクト

・役場に電気自動車を導入したことは評価する。
水素の積極的活用など他の行政とは異なる新
たな切口がないとカーボンニュートラルが進
まないと考える。〈70点〉

最高点：70点

人口増プロジェクト

・奨学金返還支援補助金に期待する。
〈75点〉

・人口増は期待しない方が良い。（国全体の減
少傾向が確実に進んでおり、抜本的解決は
不可能）それよりも、今住んでいる住民の
福祉や幸福を考えるべき。〈40点〉

最高点：75点

道路・水道整備 ・防災対策

・全体として、財政力に応じた取組みがなされ
ている。〈80点〉

・国土計画の抜本的見直しを行い、住民視点で
のコンパクトシティ計画策定と収益事業の研
究を進めるべき。〈50点〉

最高点：80点

平均点

主な事業／飯島町に光をそそぐ住宅関連補助金
　　　　　１億3,893万円

町の財政状態／実質単年度収支　約2,300万円の
黒字（町の１年間における収入から支出を引い
た残額）

主な事業実績／保育園関連事業（保育士定着支援
金・紙おむつ回収処分支援事業・遊具の新設）

主な事業実績／国保の特定検診受診率 66.4％
　　　　　　　（長野県全体 47.4％）

職員状態／町職員の高ストレス割合が前年度と
同様に高水準で推移している。

主な事業／商業用地誘致関連事業費
　　　　　１億2,028万円

主な事業／女性の就農環境改善対策事業
　　　　　２経営体　400万円

主な事業／道路維持補修費
　　　　　3,245万円（前年比 44.6％）

・トレーラーハウスの災害時支援活用などの説
明は、実際には運用不可能であることがわかっ
た。利用者もいることから０点とは言わないが、
原点に戻れば全く評価できない。〈30点〉
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 陳 情

道路に倒れるかも？

これは農地？ 山林？

討 論

質 議

　総務産業委員会は、令和5年度決算案件3件・令和6年度補正予算案件3件の事業調査を行った。

調査の時に出た主な内容は以下の通り。

遊休荒廃地の増加を防げ！

◆総務課
問　ストレスチェックの経過と
状況は。
答　高ストレス者17.4％、チェ

ックを受けない人10.1％。高ス

トレス者が、医師へ相談した件

数は無い。

問　ハザードエリア内の住宅件
数は。
答　災害特別警戒区域内36世

帯、災害警戒区域内235世帯、

浸水危険区域13世帯。

◆企画政策課
問　与田切発電所道中（横根山
線）の崖崩れ・路面修理は県の
対応か。
答　町道のため基本は町対応。

ただし、国県が使っている部分

は補助対象となっている。

◆建設水道課
問　地元要望の道路補修実績が
62％と低い。整備基準は。
答　危険度や緊急性の高いとこ

ろから随時対応している。

問　治水対策の管理者は。
答　天竜川は国、その他の一級

河川は県、準用河川は町の管理。

問　耐震診断した16件は耐震
工事を行っているか。
答　令和５年度の実績はない。

今までに町の補助金を使って耐

震工事を行った実績は16件。

問　居住空間だけの耐震化の補

令和５年度決算 令和６年度補正予算

一 般 会 計（第３号）

衛星調査の追加報告

一 般 会 計

水道事業会計
問　政府に要求するだけではな
く、経営努力も必要だが。
答　他職種の最低賃金は上がっ

ているのに、医療・介護労働者

は据え置かれていることが問題。

学童支援員募集中

・医療や介護の支援を拡充しす
べてのケア労働者の賃上げや人
員増を求める
参考人：長野県医療労働組合連

合会書記次長      伊壺 一輝 氏

　　　　　政府は2024年の改訂

を打ち出したが、わかり難い。

抜本的な改善を求める。

賛成０　趣旨採択５　不賛成０

趣旨採択とすべきもの

助はできないのか。
答　住宅全体で考えている。部

屋を限定したものは、耐震シェ

ルターの補助がある。

◆産業振興課
問　環境共生農場づくりは継続
しているのか。
答　継続している。ミヤマシジ

ミ保全・定点観測、環境にやさ

しい農業の考え方に沿っている。

問　田・畑として利用できない
農地が増加している。遊休荒廃
農地の増加が要因か。
答　遊休荒廃農地も増加してい

るが、農振地域の見直しにより、

雑木林を農地から非農地とした

ため。

問　水道料金を滞納している住
民への対応は。
答　現在、給水停止措置はない。

滞納はあるが分納されている。

未払３回（６ヶ月）で通告後、給

水停止はあり得る。

問　基本料金値下げで900万円
減収となっている。所見は。
答　使用者には良いと考える。

中川村へ水道供給することで経

営が改善する見込み。

漏水60か所（飯島32か所・七久

保21か所・日曽利２か所・浄水

場から排水地の間５か所）　

今後、音調調査を行う。

◆総務課
問　各課に支障木伐採経費の補
正が目立つ。総務課でまとめて
管理と工事発注をすることで費
用の抑制ができると考えるが。
答　管理と発注は各所管課で行

っている。

◆企画政策課
問　広域消防賠償金の内容は。
答　上伊那消防広域化デジタル

無線事業の業社が独占禁止法に

抵触した。裁判の結果、契約金

額の20％（町に約1,000万円）を

支払うことで和解した。

◆産業振興課
問　町有林造林作業増額（288
万円）の内容は。
答　物価高による影響。再造林

に対する費用は国が全額負担。

◆建設水道課
問　除雪機等（90万円）の補正内
容は。
答　機械や付帯設備。現状は申

請８件で、今後の申請を見込ん

での補正。

　社会文教委員会は、令和５年度決算案件４件・令和６年度補正予算案件４件の事業調査・付託を受け

た１件の陳情審査を行った。調査・審査の時に出た主な内容は以下の通り。

◆住民税務課
問　外国人が291人いるが、災
害の対応・通訳・ゴミ出しなど
説明は出来ているか。
答　災害対応とゴミ出しは、複

数言語対応のパンフレットを渡

している。

問　蓄電システム設置補助事業
は、新築住宅の数よりも設置数
が少ない。カーボンニュートラ
ルの観点から積極的に進めるべ
きだが。
答　住宅メーカーにも周知を行

い、推進したい。

問　確定申告の電子申告者数が
余り増加していない。原因は。
答　作成画面での操作が難しい

ため断念する人が多い。講習会

を開催したい。

◆健康福祉課
問　民生児童委員は今後、高齢
者が増加することで負荷が増え
ると想定されるが。
答　人数の増加は難しいため、

現状の人数で対応する。

問　社協に委託している事業は、
問題なく実施できているか。
答　事務局長と意見交換し、実

施をする職員が不足していると

は聞いてない。

◆教育委員会
問　教員住宅の現状と今後は。
答　教員は県から住宅補助があ

り、教員住宅を利用する人がほ

令和５年度決算 令和６年度補正予算

一 般 会 計（第３号）一 般 会 計

国民健康保険特別会計

とんどいない。借地もあるため

除却も含めて検討。

問　学童クラブの支援員が毎年
不足している。なぜ増員ができ
ていないのか。
答　常に不足しているため探し

ている。適任者には資格取得を

お願いしている。民生児童委員

などに声をかけている。

問　１人当たり医療費が県内で
51位と低くなっている要因は。
答　健康診断の受診率が66 .4

％と高く、早期の発見ができて

いることが大きい。

後期高齢者医療特別会計
問　薬の多剤摂取などハイリス
クの対象者への対応は。
答　町のシステムで把握。必要

があれば個別に対応する。

介護保険特別会計
問　介護認定者の割合と状況は。
答　４人に１人が認定を受けて

おり、独居・２人世帯・施設入

居が増加傾向。対象者が減少に

転じるため対応が可能。

問　地域おこし協力隊員のミヤ
マシジミ保全活動概要は。
答　町内８か所にコマツナギを

植え看板を立てる。

問　学校の樹木伐採（594万
円）の内容は。
答　飯小の高木２本と枝払いな

ど。他校で事故があり、各学校

で点検して整理する。

問　七小管理費（560万円）の
内容は。
答　グラウンドの倉庫解体費。

その後に倉庫を新設する。

趣旨採択

いつぼ　  かずき

社会文教委員会社会文教委員会総務産業委員会総務産業委員会
※網掛け部分参照 ※網掛け部分参照
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 陳 情

道路に倒れるかも？

これは農地？ 山林？

討 論

質 議

　総務産業委員会は、令和5年度決算案件3件・令和6年度補正予算案件3件の事業調査を行った。

調査の時に出た主な内容は以下の通り。

遊休荒廃地の増加を防げ！

◆総務課
問　ストレスチェックの経過と
状況は。
答　高ストレス者17.4％、チェ

ックを受けない人10.1％。高ス

トレス者が、医師へ相談した件

数は無い。

問　ハザードエリア内の住宅件
数は。
答　災害特別警戒区域内36世

帯、災害警戒区域内235世帯、

浸水危険区域13世帯。

◆企画政策課
問　与田切発電所道中（横根山
線）の崖崩れ・路面修理は県の
対応か。
答　町道のため基本は町対応。

ただし、国県が使っている部分

は補助対象となっている。

◆建設水道課
問　地元要望の道路補修実績が
62％と低い。整備基準は。
答　危険度や緊急性の高いとこ

ろから随時対応している。

問　治水対策の管理者は。
答　天竜川は国、その他の一級

河川は県、準用河川は町の管理。

問　耐震診断した16件は耐震
工事を行っているか。
答　令和５年度の実績はない。

今までに町の補助金を使って耐

震工事を行った実績は16件。

問　居住空間だけの耐震化の補

令和５年度決算 令和６年度補正予算

一 般 会 計（第３号）

衛星調査の追加報告

一 般 会 計

水道事業会計
問　政府に要求するだけではな
く、経営努力も必要だが。
答　他職種の最低賃金は上がっ

ているのに、医療・介護労働者

は据え置かれていることが問題。

学童支援員募集中

・医療や介護の支援を拡充しす
べてのケア労働者の賃上げや人
員増を求める
参考人：長野県医療労働組合連

合会書記次長      伊壺 一輝 氏

　　　　　政府は2024年の改訂

を打ち出したが、わかり難い。

抜本的な改善を求める。

賛成０　趣旨採択５　不賛成０

趣旨採択とすべきもの

助はできないのか。
答　住宅全体で考えている。部

屋を限定したものは、耐震シェ

ルターの補助がある。

◆産業振興課
問　環境共生農場づくりは継続
しているのか。
答　継続している。ミヤマシジ

ミ保全・定点観測、環境にやさ

しい農業の考え方に沿っている。

問　田・畑として利用できない
農地が増加している。遊休荒廃
農地の増加が要因か。
答　遊休荒廃農地も増加してい

るが、農振地域の見直しにより、

雑木林を農地から非農地とした

ため。

問　水道料金を滞納している住
民への対応は。
答　現在、給水停止措置はない。

滞納はあるが分納されている。

未払３回（６ヶ月）で通告後、給

水停止はあり得る。

問　基本料金値下げで900万円
減収となっている。所見は。
答　使用者には良いと考える。

中川村へ水道供給することで経

営が改善する見込み。

漏水60か所（飯島32か所・七久

保21か所・日曽利２か所・浄水

場から排水地の間５か所）　

今後、音調調査を行う。

◆総務課
問　各課に支障木伐採経費の補
正が目立つ。総務課でまとめて
管理と工事発注をすることで費
用の抑制ができると考えるが。
答　管理と発注は各所管課で行

っている。

◆企画政策課
問　広域消防賠償金の内容は。
答　上伊那消防広域化デジタル

無線事業の業社が独占禁止法に

抵触した。裁判の結果、契約金

額の20％（町に約1,000万円）を

支払うことで和解した。

◆産業振興課
問　町有林造林作業増額（288
万円）の内容は。
答　物価高による影響。再造林

に対する費用は国が全額負担。

◆建設水道課
問　除雪機等（90万円）の補正内
容は。
答　機械や付帯設備。現状は申

請８件で、今後の申請を見込ん

での補正。

　社会文教委員会は、令和５年度決算案件４件・令和６年度補正予算案件４件の事業調査・付託を受け

た１件の陳情審査を行った。調査・審査の時に出た主な内容は以下の通り。

◆住民税務課
問　外国人が291人いるが、災
害の対応・通訳・ゴミ出しなど
説明は出来ているか。
答　災害対応とゴミ出しは、複

数言語対応のパンフレットを渡

している。

問　蓄電システム設置補助事業
は、新築住宅の数よりも設置数
が少ない。カーボンニュートラ
ルの観点から積極的に進めるべ
きだが。
答　住宅メーカーにも周知を行

い、推進したい。

問　確定申告の電子申告者数が
余り増加していない。原因は。
答　作成画面での操作が難しい

ため断念する人が多い。講習会

を開催したい。

◆健康福祉課
問　民生児童委員は今後、高齢
者が増加することで負荷が増え
ると想定されるが。
答　人数の増加は難しいため、

現状の人数で対応する。

問　社協に委託している事業は、
問題なく実施できているか。
答　事務局長と意見交換し、実

施をする職員が不足していると

は聞いてない。

◆教育委員会
問　教員住宅の現状と今後は。
答　教員は県から住宅補助があ

り、教員住宅を利用する人がほ

令和５年度決算 令和６年度補正予算

一 般 会 計（第３号）一 般 会 計

国民健康保険特別会計

とんどいない。借地もあるため

除却も含めて検討。

問　学童クラブの支援員が毎年
不足している。なぜ増員ができ
ていないのか。
答　常に不足しているため探し

ている。適任者には資格取得を

お願いしている。民生児童委員

などに声をかけている。

問　１人当たり医療費が県内で
51位と低くなっている要因は。
答　健康診断の受診率が66 .4

％と高く、早期の発見ができて

いることが大きい。

後期高齢者医療特別会計
問　薬の多剤摂取などハイリス
クの対象者への対応は。
答　町のシステムで把握。必要

があれば個別に対応する。

介護保険特別会計
問　介護認定者の割合と状況は。
答　４人に１人が認定を受けて

おり、独居・２人世帯・施設入

居が増加傾向。対象者が減少に

転じるため対応が可能。

問　地域おこし協力隊員のミヤ
マシジミ保全活動概要は。
答　町内８か所にコマツナギを

植え看板を立てる。

問　学校の樹木伐採（594万
円）の内容は。
答　飯小の高木２本と枝払いな

ど。他校で事故があり、各学校

で点検して整理する。

問　七小管理費（560万円）の
内容は。
答　グラウンドの倉庫解体費。

その後に倉庫を新設する。

趣旨採択

いつぼ　  かずき

社会文教委員会社会文教委員会総務産業委員会総務産業委員会
※網掛け部分参照 ※網掛け部分参照



6 いいじままち 議会だより 108号 7いいじままち 議会だより 108号

公開します 〔９月定例会  審議議案と議員の賛否〕

久
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巖
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坂
本
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子

折
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　誠
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井
活
広

伊
藤
秀
明

　〇… 賛成多数で原案を可決・認定・採択

　× … 賛成少数で原案を否決・不認定・不採択

　△ … 原案に対する修正案を賛成多数で可決・認定・採択

令和６年度　補正予算

陳情書

議員発議

結

　
　果

参
照
ペ
ー
ジ

上程議案・概要・結果　　賛成：〇　不賛成：×

令和５年度 歳入歳出決算認定

一般会計 （第３号）  2億9,348万円増

国民健康保険特別会計 （第１号）  3,005万円増

後期高齢者医療特別会計 （第１号） 238万円増

介護保険特別会計(第1号) 959万円増

水道事業会計 （第１号） 180万円増

下水道事業会計 （第１号） 963万円減

一般会計 61億4,809万円

国民健康保険特別会計 9億3,457万円

後期高齢者医療特別会計 1億6,587万円

介護保険特別会計 11億5,592万円

水道事業会計 3億3,576万円

下水道事業会計 7億6,674万円

政府の責任で医療介護施設への支援を拡充しすべての
ケア労働者の賃上げや人員増を求める陳情書

医療介護労働者の賃上げ支援の拡充を求める意見書

○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○

○

△

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △

(注）議長は議事進行のため賛否表明はしません。賛否同数の場合のみ「議長裁決」で表明。

(注）折山議員は監査委員のため賛否表明はしません。

注

注

陳　情

人　事

母（王乖彦）が中国で不法に逮
捕されている件に関する要望
（文書配布のみ）

政府の責任で医療・介護施設へ
の支援を拡充しすべてのケア労
働者の賃上げや人員増を求める
意見書

議員発議

医療介護労働者の賃上げ支援の
拡充を求める

p4

p6
～

p4

p6
～

　９月定例会は、９月２日に開催し、13日までの12日間開催。人事２件・条例２件・令和５

年度決算認定６件・令和６年度補正予算６件・その他２件・陳情２件が審議された。また、発

議１件が追加上程され審議された。（評決結果は、P.７参照）

検査を受けて健康な体に！検査を受けて健康な体に！

人権擁護委員候補者の推薦同意
委員の任期満了に伴い、川村裕彦

氏と竹内俊子氏の任命同意。

条例改正

町議会委員会条例及び町行政組
織条例の一部改正
地域創造課の廃止に伴う事務分

掌の見直し。

町公共下水道条例の一部改正
国の定める「標準下水道条例」

の改正に伴う見直し。

その他

長野県後期高齢者医療広域連合
規約の変更
マイナンバー関連法令の改正に

よる見直し。

飯島町道路線の認定
２路線の認定

問　若手職員の自己都合退職が
目立つがその原因は。
答　コロナ対応業務が増えたこ

とや転職のための退職など。

問　B＆Gプールの室内が高温
になる。また、藻が浮くほどに
悪い水質と聞く、対策は。
答　室温対策は今後検討する必

要がある。水質管理も徹底でき

るように検討する。

問　支障木伐採事業が多い。一
貫した取り組みは出来ないか。
答　全体としての事業調整をし

たい。保安林対策も考える。

問　文化館の老朽化に伴い補修
箇所が毎年あるが。
答　長寿命化を含め検討する。

問　光をそそぐ関連事業は今年
度で終わりなのか。
答　来年度以降は担当と検証結

果を踏まえて検討する。

問　地域おこし協力隊の伴走支
援内容は。
答　定住してもらえるように退

任後のサポートをする。

　　　起債の減少・コロナ対策・

物価高騰対策・おむつ回収など

不用額の大きいものはなく、道

路整備なども評価する。

賛成

討 論

　　　基金を持ちながら安定し

た経営ができている。細部にわ

たり保険予防に努めている。

賛成

討 論

主 な 質 疑

令和５年度  決算認定

一 般 会 計

令和６年度  補正予算

一 般 会 計（第３号）
国民健康保険特別会計

　　　介護予防に対して積極的

に取り組むことを評価する。

賛成

討 論

介護保険特別会計

　　　中川村への給水や水道料

金の値下げなど厳しい中での努

力を評価する。

賛成

討 論

水道事業会計

　　　移動脱水車の更新など着

実な対策を評価する。

賛成

討 論

下水道事業会計

　　　健康診断を推進した結果、

医療費が抑制されている。

賛成

討 論

後期高齢者医療特別会計
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公開します 〔９月定例会  審議議案と議員の賛否〕
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　× … 賛成少数で原案を否決・不認定・不採択

　△ … 原案に対する修正案を賛成多数で可決・認定・採択

令和６年度　補正予算

陳情書

議員発議
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　果

参
照
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上程議案・概要・結果　　賛成：〇　不賛成：×

令和５年度 歳入歳出決算認定

一般会計 （第３号）  2億9,348万円増

国民健康保険特別会計 （第１号）  3,005万円増

後期高齢者医療特別会計 （第１号） 238万円増

介護保険特別会計(第1号) 959万円増

水道事業会計 （第１号） 180万円増

下水道事業会計 （第１号） 963万円減

一般会計 61億4,809万円

国民健康保険特別会計 9億3,457万円

後期高齢者医療特別会計 1億6,587万円

介護保険特別会計 11億5,592万円
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政府の責任で医療介護施設への支援を拡充しすべての
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医療介護労働者の賃上げ支援の拡充を求める意見書

○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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(注）折山議員は監査委員のため賛否表明はしません。

注

注

陳　情
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問　町内の農産物加工施設は、
築30年以上が経過し、老朽化
している。現状をどう見るか。
町長　老朽化を認識しており、

早急に施設や付帯施設の抜本的

な改善が必要と考える。

問　米粉を含めた総合的加工施
設の建設をＪＡと協議して、南部
カントリーエレベーター周辺に
建設を求めるが。
町長　施設の老朽化問題と今後

の６次産業化推進を一体的に考

える。できるだけ早い段階で新

たな農産物加工施設の統合整備

飯島流ワーケーション

農産物加工施設

総合的な加工施設建設を

町長早い段階で検討

を補助事業活用する中で検討す

る。施設の規模・場所やＪＡと

の共同事業は今後検討する。

問　果樹園継承をどう考えるか。
産業振興課長　ＪＡや県の技術

員を中心に継承を目指したマッ

チングを実施する。

問　果樹園の団地化への取り組
みは。
産業振興課長　現在の地域計画

策定の中で団地化を検討する。

問　今後、果樹農家の法人化と
果樹振興の考え方は。
町長　法人化の推進と民間の力

で果樹振興を図る。適地適作を

基本に消費者ニーズに応じた品

目の選択、販売戦略と連動した

生産体制の構築を目指す。

宮 脇  寛 行

 

P8

P10

P11

P11

P12

P12

P9

P9

P10 P13

10議員が質問10議員が質問

「一般質問」とは行財政にわたる議員主導による政策の議論です。（通告順）　　　

吉 川 順 平 農産物加工施設

宮 脇 寛 行 基幹産業の農業支援

星 野 晃 伸 楽しく健康で災害に強い町

伊 藤 秀 明 住民満足度

総合的な加工施設建設を 

小規模農家の基準は 

イベントの調整役を！ 

調査が大事 

折  山　 誠 七久保診療所再開

坂 本 紀 子 中学校登山

片  桐　 剛 都市計画マスタープラン

三浦寿美子 国保、均等割

浜  田 　稔 児童数減少

坂 井 活 広 立候補者の確保

医師確保の専任体制を求む

なぜ傘山へ変更か

大幅な見直しが必要だが

子どもの均等割軽減策を

将来の小中学校の姿は

施策を実施したことは

詳しい内容・議会の様子は、議会ホームページよりご覧いただけます。 ９月定例会では議員10名が登壇し町政を質しました。

町  政  を  問  う

町長農業法人、認定農業者

問　小規模農家応援事業補助金
を評価。対象となる農家は。
町長　町に住所を有する農家・

農業経営体で、町税等の滞納が

なく、農産物販売のための生産

活動を行っている方。

問　どのような規模の農家から
申請があり、その補助内容は。
産業振興課長　大規模農家の概

念が難しいが、法人２件・認定

農業者15件・個人小規模農家

33件の50件の申請があった。

申請内容は、自走式草刈り機や

刈払い機が36件・耕作機４件

基幹産業の農業支援

小規模農家の基準は

イベントの調整役を！

・給水ポンプ・電動剪定ばさみ

など。

問　メンテナンスや修繕も補助
対象となるように求めるが。
産業振興課長　本補助事業は農

業者の初期投資に関わる負担軽

減を図ることで、安定的な農業

経営につなげていくための事業。

そのため、メンテナンスや修理

を補助対象とする考えはない。

問　事業の目的を、ワーケーシ
ョンから関係人口創出のため滞

町長予定はない

問　町民は望んでいる。

ラブリーフェスタとりんりん祭

りをコラボするよう調整役にな

れないのか。

町長　町のイベント全てに補助

を考え、継続できるように努め

るが調整役を作る予定はない。

　

問　65歳以降10年で再度接種

楽しく健康で災害に強い町

を求めるが。

町長　国からの勧めもなく、考

えてはいない。

問　情報収集にバイク隊を結成

しては。

町長　安全性も考えバイク隊や

ドローンなどを検討しているが、

今は導入予定がない。

問　食料の備蓄はどの程度ある

のか。日曽利自治会はどうか。

町長　各自治会には最低３日分

の備蓄をお願いしている。

日曽利自治会は33人の３日分を

用意している。

問　各自治会に防災士の設置が

必要と思うが。

町長　防災士を必要とすること

から４万円の補助をしている。

これからも防災士を増やしてい

きたい。

問　町外に派遣される職員の装

備は。

町長　予算がなくても状況に応

じて準備できる。

問　災害で命を守るには自治会

への加入を大切と考えるが。

町長　防災の観点からも自治会

加入を進めていく。

▶その他の質問
・ 防災訓練と消防団活動
・ 歩道の除雪

吉 川  順 平 星 野  晃 伸

災害時の備え

高齢者肺炎球菌
ワクチン接種

在型観光拠点施設に変更するに
至った経緯は。
単なる宿泊施設としない対策は。
町長　ワーケーションが向いて

いない企業が多く、転換期を迎

えている。

地域創造課長　現在進めている

プログラムのほかに、大手旅行

会社と提携して首都圏・中京圏

のバス事業者を迎えるツアーや、

国内大手の農園リゾート事業者

と連携した、新規就農希望者の

研修受け入れを予定。

現在、来年度からの事業運営者

も募集している。

南部カントリーエレベーター周辺

樹園地の写真
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設の建設をＪＡと協議して、南部
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建設を求めるが。
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総合的な加工施設建設を
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みは。
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策定の中で団地化を検討する。
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で果樹振興を図る。適地適作を
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目の選択、販売戦略と連動した
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坂 本 紀 子 中学校登山
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基幹産業の農業支援

小規模農家の基準は

イベントの調整役を！

・給水ポンプ・電動剪定ばさみ

など。

問　メンテナンスや修繕も補助
対象となるように求めるが。
産業振興課長　本補助事業は農
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問　65歳以降10年で再度接種
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吉 川  順 平 星 野  晃 伸

災害時の備え

高齢者肺炎球菌
ワクチン接種
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南部カントリーエレベーター周辺

樹園地の写真
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町  政  を  問  う一 　般　 質 　問

電気自動車充電ステーション「田切の里」

問　七久保診療所休所から足掛
け７年を経ようとしている。こ
の間、医師確保の成果は無い。
役場組織機構改革が進んでいる
が、医師確保を主任務とする専
任職員体制構築を求めるが。
町長　総合計画に掲げた重要な

政策はプロジェクトや専任体制

で取り組む。医師確保の専任体

制は機構改革の中で検討する。

問　県道千人塚公園線の交差点

七久保診療所再開

医師確保の専任体制を求む

町長組織機構改革の中で検討

拡幅計画上の用地が、住宅分譲
地として販売がはじまった。用
地の先行取得を急ぐように求め
るが。
町長　喫緊の課題として急ぐよ

うに努力する。

問　町道昭和通り線（郵便局交
差点）の町有地を、郵便局や公
共施設駐車場としての活用を求
めるが。
建設水道課長　駐車場や公園な

ど、地元の意向を元に検討する。

問　カーボンニュートラル施策
にて、電気自動車充電ステーシ
ョンの計画的な増設を求めるが。
町長　充電ステーションは、民

間企業が、道の駅「田切の里」

に設置している。

今後は道の駅「花の里いいじま」

・千人塚公園内も設置する計画。

坂 本  紀 子

詳しい内容・議会の様子は、議会ホームページよりご覧いただけます。 ９月定例会では議員10名が登壇し町政を質しました。

教育長職員会で決めた

問　学校登山、過去の実施状況
と問題点、不参加者は。
教育長　令和元年は、１泊して

帰りはロープウェイ。令和２年

～５年は天候不順で中止。今年

度は、傘山へ。西駒登山は天候

に左右され、代替日の設定が困

難で引率者の確保が出来ないと

安全確保が難しい。

参加者は中学２年生で、体調不

良による不参加者は２～９人。

問　傘山へ変更する経過と先生
のみで変更すると決めたのか。
教育長　令和３～５年は傘山に

中学校登山

なぜ傘山へ変更か

大幅な見直しが必要だが

登っている。里山の会・保護者

懇談会で意見を聞き、地域学習

の一環で取組むと職員会で決め

た。生徒の意見は入ってない。

問　西駒登山の機会を作って欲
しいが。
教育長　希望者を募る登山は、

学校登山としては非常に難しい。

問　アメリカが開発したコロナ
対応ワクチン。少量で長期にわ
たり効果があり10月から接種

町長１から見直しが必要と認識

可能。しかし、従来のワクチン
とは異なり、自己増殖型で体内
に入り免疫形態を変異させる恐
れがある。
また、唾液・汗・呼気など飛沫
感染の可能性があると看護倫理
学会から安全性に疑問の緊急声
明がある。町としての認識は。
健康福祉課長　世界で日本が初

の承認となり、ワクチンに対す

る不安や懸念の声は承知である。

問　住民にメリット・デメリッ
トをしっかり告知して欲しいが。
健康福祉課長　任意接種者の判

断材料となるよう情報提供する。

問　策定から約20年が経過。改
定の進捗は。
建設水道課長　令和７年度、年度

末策定の予定。

問　都市計画道路が認定された
当時の計画と現在のズレは。
建設水道課長　昭和55年当時

は、人口増加や市街地の拡大が

続く社会情勢の下での道路計画。

現在は、人口減少・少子高齢化

で計画前提の社会情勢が大きく

変化しており、再検証する時期

である。

問　都市計画道路町道飯島７号

都市計画マスタープラン※

線、要所をつなぐ道路としては、
的確でないと考える。認定経
緯は。
建設水道課長　当時は、国道バ

イパス及び現国道に連絡する補

助幹線道路、また既成市街地周

辺の未開発地の市街化に必要な

基幹道路として計画された。な

お、本路線は現在のところ進捗

率はゼロ％。認定根拠の資料は

残っていない。

問　道路整備は、多額の費用と
時間がかかり、住民理解が必須。
スケジュールは。

建設水道課長　都市計画道路の

見直しは、２年間を予定。令和

８年・９年度で計画策定。

問　計画の実施期間は。
副町長　だいたい20年。

▶その他の質問
・歩道整備の計画は
・交通インフラ、移動手段の多様化、
　利用者環境への配慮は

▶その他の質問
 ・ 帯状疱疹ワクチン接種補助
 ・ 草刈り、水路作業を委託事業
 ・ 中学生国際交流事業

▶その他の質問
 ・ いいちゃんバスと福祉タクシー券の
　抜本的見直しをしては

折 山　  誠 片 桐 　 剛

町長非常に重要

問　近年住民の幸福度又は満足
度を政策推進の一つの視点とし
て取り入れる行政が増えている。
箕輪町では平成28年から日常
生活で感じる町に対する思い・
広報活動・政策の取り組み・今
の生活に満足しているかを調査
し、政策につなげている。
町ではどう考えているか。
町長　住民の声を聴くことは非

常に重要だと考える。

第６次総合計画の中間見直しに

関するアンケート調査を今年７

月に実施。

住民満足度

調査が大事

伊 藤  秀 明

まちづくりに関する将来指標と

して幸福度・定住意向の調査。

政策満足度として基本計画の項

目ごとに重要度・満足度を調査。

行政は住民の幸せ創造研究所だ

と伝えている。住民の幸せを考

えることが役場職員にとって非

常に重要な指標と考えている。

職員が幸せでないと良い行政運

営ができないと常日頃から幸福

度を上げるよう話している。

職員の幸福度も調べたい。

問　アンケート項目は、教育・
福祉・建設・商工業・農林業な

ど全部の課に関係がある。
課ごとに項目を分けて一度にア
ンケート調査をすれば行政も住
民もバラバラで回答するよりも
効率的と考えるが。
副町長　今回実施したアンケー

トでは、全政策に対して調査を

している。調査をもとに見直し

をかけて総合計画を実施する。

幸福度や満足度を調査するのは

重要。何年かに一度は実施して

いきたい。

県道千人塚公園線

町有地の活用方法

カーボンニュートラル

レプリコンワクチン

※概ね20年後のまちの姿を見据えて、まち

づくりの目標やその実現に向けた土地利用

の規制・誘導や道路・公園をはじめとした

都市施設の整備を行う上での基本方針を示

す計画です。
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差点）の町有地を、郵便局や公
共施設駐車場としての活用を求
めるが。
建設水道課長　駐車場や公園な
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続く社会情勢の下での道路計画。
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である。
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緯は。
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町長非常に重要

問　近年住民の幸福度又は満足
度を政策推進の一つの視点とし
て取り入れる行政が増えている。
箕輪町では平成28年から日常
生活で感じる町に対する思い・
広報活動・政策の取り組み・今
の生活に満足しているかを調査
し、政策につなげている。
町ではどう考えているか。
町長　住民の声を聴くことは非

常に重要だと考える。

第６次総合計画の中間見直しに

関するアンケート調査を今年７

月に実施。

住民満足度

調査が大事
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まちづくりに関する将来指標と
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ど全部の課に関係がある。
課ごとに項目を分けて一度にア
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議 員 視 察議 員 視 察

町  政  を  問  う一 　般　 質 　問

突出しているのが非正規雇用者
２０ ・ ３０ ・ ４０代が多い

被用者の所得
一番多いのが０～１００万円

推進中のmoritomirai カードゲーム

問　児童生徒数の推移予測は。
教育長　・飯小は５年後からは

30人前後の１学級編成。

・七小は、７年後に１学級の児

童数が1桁台になる。

・飯中は、今年度から２学級編

成、10数年後から１学級編成

もあり得る。

問　対策案は。
教育長　3つの案を考えている。

１）今の体制を大事にし、少人

数のメリットで特色ある学校づ

くり。

２）小学校２校の統合。

児童数減少

将来の小中学校の姿は

教育長地域との関わりが大事

３）小中一貫校・義務教育学校。

一長一短がありどれかに決めて

いるわけでは無いが。地域の人

が学校に関わっていただくこと

を大事にしていきたい。

問　自衛隊員募集事務で情報収
集者の氏名を公表すべき。また
情報提供したくない町民は名簿
から除外できるようにすべきでは。
総務課長　閲覧者の公表は検討

したい。

住民税務課長　除外申請も研究

したい。

問　日本の学校教育が極めて競
争的だと国連から再三指摘され
ているが。
教育長　町の学校の子どもたち

から競争的な発言は、あまり感

じていない。

問　学業成績は到達点で評価す
べきで、子どもたちに序列を付
ける相対評価は競争的だが。
教育長　絶対評価を加味した相

対評価だが、高校受験の関係で

飯島だけ絶対評価に近づけるの

は難しい。

小学生は絶対評価で、到達度の

評価になっている。

坂 井  活 広

詳しい内容・議会の様子は、議会ホームページよりご覧いただけます。

選挙管理委員長ない

問　選挙管理委員会では、これ
まで主権者教育※1を行ってきた
か。
選挙管理委員長　行っていない。

問　選挙出前授業※2を行ったこ
とはあるか。
選挙管理委員長　過去に１回と

聞いているが事実かどうかは不

明。

問　町では、過去30年間の選
挙戦実施率が50％だが、対策
を考えているのか。
選挙管理委員長　関係機関と連

携して主権者教育に取り組みた

い。

立候補者の確保

施策を実施したことは

問　政治的意識の高揚が無いか
ら立候補につながらないのでは。
選挙管理委員長　選挙戦となる

施策が取れれば良いと思うが、

今の選挙管理委員会の体制では

難しい。

問　今の体制では難しいとはど
ういう意味か。
選挙管理委員長　予算・事務局

体制・選挙管理委員の人数の関

係など選挙管理を行うのがやっ

とで、主権者教育まで手を伸ば

せないでいる。

問　学校で出前授業をやるべき
だと思うが、所見は。

選挙管理委員長　実施に向けて

検討する。

問　投票率も過去30年間ずっと
低下を続けているが、所見は。

選挙管理委員長　投票率低下は

全国的傾向。有権者の関心度が

影響している。なかなか打つ手

がない。

問　立候補を検討するにあたり、
法律やお金の面などかなり不安
が多い。この点に関する、町の
選挙管理委員会のホームページ
には何も説明が無い。
選挙管理委員長　資料を載せら

れれば一番良い。人員的な問題

があり、すぐには対応が難しい。

▶その他の質問
 ・ 高齢者の熱中症対策と冬季の寒さ
　対策

浜 田 　 稔

町長現状をしっかり分析したい

問　市町村国保への非正規雇用
者の加入が増加している。国保
加入者の所得は200万円未満が２
割。社会保険適用外の勤労世帯
の7割強が200万円以下。内６割
が20代～40代で突出している。

国保、均等割

子どもの均等割軽減策を

三浦 寿美子

町の国保の均等割額は、1人あ
たり医療分20,500円、後期高
齢者支援金分8,100円で、子ど
もが多い世帯の負担が重い。軽
減の拡大を求めるが。
町長　軽減で他の加入世帯の負

担増になる。実現はむずかしい。

問　全国25自治体は一般会計
から独自に軽減。再検討を。
町長　子育て支援の観点から現

状をしっかり分析したい。

問　厚労省は、窓口無料から窓
口負担に変更した自治体に「20
点」加算などとした。今年4月に
ペナルティを廃止したばかりだ。
見解は。
健康福祉課長　医療費適正化の

努力が評価されるが、「窓口無

料化」の姿勢を崩す考えはない。

子どもの医療費窓口無料
辞めたら加点の通達

自衛隊募集

学校教育

※1　社会課題を自分の問題として捉え、

自ら考え、自ら判断し、行動していく者を

育てる教育

※２　選挙管理委員会が学校や各種団体に

出張し、選挙の講義、クイズ、模擬投票を

行うもの

広報委員会  視察・研修 
山梨日日新聞社

明治５年に創刊した、日本で一番歴史の
ある地方新聞。150周年を記念したＳＤ
Ｇｓの取り組みを積極的に行っている。

町村議会広報研修会
ニッショーホール（日本消防会館）

3人の講師からさまざまな講義を受けた。

広報を作成するうえで大事となる、以下の

要素を研修しました。

①活字の大きさ

②目につく見出し

③読者目線

④ターゲットの明確化

⑤文章の逆三角形（結論→説明→補足）

特に「やってはいけないデザイン講座」

の平山久美子氏が参考になりました。

予算決算・重要案件には議会と住民の

視点を掲載、メリハリのある写真、紙

面おける文字の大きさと種類の選び方

など勉強になりました。

9/24 9/25
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募集しています。
議会だよりのモニターさんを

飯島町議会では「議会だより」に関して町民の皆さまからの意見や感想、提言などを

幅広くお聴きするため、飯島町に住所を有する方の議会広報モニターを募集します。

任期 ： 令和６年10月１日～令和８年９月30日までの２年間
内容 ： 議会だよりに対するアンケートの提出（年４回程度）

申込書に必要事項を記載し、11月30日までに議会事務局へ提出してください。

※申込書は、町ホームページよりダウンロードしてください。問合せ・応募先は、議会事務局までお願いします。

議会全員協議会議会全員協議会

一般質問 ・審査での意見請願陳情　その後のゆくえ

2．児童生徒の送迎バスに安全装置を（令和５年９月  一般質問  坂井議員）

　　 その後→令和５年12月

　　　　　　　 スクールバス１台分18万4800円
　　　　　　　 令和６年2月からバスに搭載して運用開始

1．ランドセルの色を選べるように（令和３年12月  一般質問  伊藤議員）

　　 その後→令和３年３月　赤・紺・茶から選べるようになった。

　　

議員報酬の改正案を提出

1. 表紙

・写真や背景のイラストで運動会のイメージの工夫

がされている印象です。

・表紙の写真が素敵です。

・子どもたちが楽しみながらも一生懸命に力を出し

ているところが良く伝わってきます。

・構成が良い。

2. 特集ページ （要望を含む）

 「定数報酬に関する町民アンケート」 

・アンケートに協力しました。

・時代の流れに見合った運営方針に早急に変更して

行ってもらいたいです。

・誰もが務めたい役柄ではないですし、皆で真剣に

考えるべきです。

 「中間教室の一時的な閉鎖」 

・中間教室の閉鎖の記事は、議会の対応の早さが光

ります。

・学校へ行きにくい生徒への理解が学校、教育委員

会ともあまりにもお粗末。

3. 定例会・各委員会

・猫の避妊手術の助成は、動物ウェルフェアの視

点から重要です。

・町の情報(ゴミの日など)がLINEで分かるのがと

ても良いと思った。

4. 一般質問

・防災訓練の実施条件の見直しとそれに基づく実

施は必要です。

・災害時の支援対象者名簿の活用法に基づいた訓

練も必要です。

5. 全体を通しての意見・要望

・町内の出来事に、素早い反応が出来る議会

議員であってください。

・分かりやすく編集されている。

・議会の運営に関する事をもっと知りたいと

思う。

議員研修会

7月19日
１．地域の魅力向上や課題解決

への体制と取り組みの方向性

地域力創造アドバイザーを中心

に地域おこし協力隊の新しい形

で課題解決に取り組む。

２．借上型町営住宅の名称決定

と着工

名称が「くらしあ飯島」に決定

し、令和８年４月頃入居開始。

１．議員定数報酬小委員会報告

２．まちびと政策プランナー会

議概要について

１．議員定数及び報酬等の協議会

定数報酬等検討小委員会にて住

民アンケートの最終結果報告と

伊南市町村議員研修会

７月９日　飯島文化館

長野県町村議会議員研修会

７月12日　松本市

中部伊那町村議会研修会

８月28日　大鹿村

第107号 広報紙面に対するご意見

議会だより議会だより

モニターのひとことモニターのひとこと

それに伴う委員会の方向性を協

議した。

１．議員定数及び報酬等の議会

案の提出

議会として議員報酬の改定を以

下の３案を記載して町に提出す

ることを決定した。

①小委員会案（７名賛成）

②所得比例方式案（３名賛成）

③一律引き上げ案（１名賛成）

１．地域の魅力向上や課題解

決のための体制と取り組み

２．組織機構の見直しの方向性

地域創造課を令和７年３月をも

って廃止する。

３．後期高齢者医療広域連合

規約の変更 

４．事業継承支援の取り組み

５．与田切公園指定管理者の

選定

１．飯島飯田線柏木交差点改良

柏木の交差点から柏木運動場に

向けての道路拡幅工事の報告。

２．こども第三の居場所事業
7月26日

8月1日

8月8日

8月16日

9月13日

　議会全員で毎月会議を開催し、協議する。内容は以下の通り。

※網掛け部分参照
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・子どもたちが楽しみながらも一生懸命に力を出し

ているところが良く伝わってきます。

・構成が良い。

2. 特集ページ （要望を含む）

 「定数報酬に関する町民アンケート」 

・アンケートに協力しました。

・時代の流れに見合った運営方針に早急に変更して

行ってもらいたいです。

・誰もが務めたい役柄ではないですし、皆で真剣に

考えるべきです。

 「中間教室の一時的な閉鎖」 

・中間教室の閉鎖の記事は、議会の対応の早さが光

ります。

・学校へ行きにくい生徒への理解が学校、教育委員

会ともあまりにもお粗末。

3. 定例会・各委員会

・猫の避妊手術の助成は、動物ウェルフェアの視

点から重要です。

・町の情報(ゴミの日など)がLINEで分かるのがと

ても良いと思った。

4. 一般質問

・防災訓練の実施条件の見直しとそれに基づく実

施は必要です。

・災害時の支援対象者名簿の活用法に基づいた訓

練も必要です。

5. 全体を通しての意見・要望

・町内の出来事に、素早い反応が出来る議会

議員であってください。

・分かりやすく編集されている。

・議会の運営に関する事をもっと知りたいと

思う。

議員研修会

7月19日
１．地域の魅力向上や課題解決

への体制と取り組みの方向性

地域力創造アドバイザーを中心

に地域おこし協力隊の新しい形

で課題解決に取り組む。

２．借上型町営住宅の名称決定

と着工

名称が「くらしあ飯島」に決定

し、令和８年４月頃入居開始。

１．議員定数報酬小委員会報告

２．まちびと政策プランナー会

議概要について

１．議員定数及び報酬等の協議会

定数報酬等検討小委員会にて住

民アンケートの最終結果報告と

伊南市町村議員研修会

７月９日　飯島文化館

長野県町村議会議員研修会

７月12日　松本市

中部伊那町村議会研修会

８月28日　大鹿村

第107号 広報紙面に対するご意見

議会だより議会だより

モニターのひとことモニターのひとこと

それに伴う委員会の方向性を協

議した。

１．議員定数及び報酬等の議会

案の提出

議会として議員報酬の改定を以

下の３案を記載して町に提出す

ることを決定した。

①小委員会案（７名賛成）

②所得比例方式案（３名賛成）

③一律引き上げ案（１名賛成）

１．地域の魅力向上や課題解

決のための体制と取り組み

２．組織機構の見直しの方向性

地域創造課を令和７年３月をも

って廃止する。

３．後期高齢者医療広域連合

規約の変更 

４．事業継承支援の取り組み

５．与田切公園指定管理者の

選定

１．飯島飯田線柏木交差点改良

柏木の交差点から柏木運動場に

向けての道路拡幅工事の報告。

２．こども第三の居場所事業
7月26日

8月1日

8月8日

8月16日

9月13日

　議会全員で毎月会議を開催し、協議する。内容は以下の通り。

※網掛け部分参照
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　このページは町民の皆様に取材協力を

お願いして、町政や議会への意見や感想

を掲載しています。今回は、「ミヤマシジ

ミ里の会」の出戸秀典さんに登場してい

ただきました。

正解者５名様にいいちゃん商品券進呈
（締切は11/30、発表は発送をもってかえさせていただきます）

応
募
要
項

議会だより議会だより

 「ミヤマシジミ」という蝶の

名前を聞いたことがある人は、

かなり増えてきたのではない

でしょうか。

　全国を旅する蝶として有名

なアサギマダラと未だに間違

われることはありますが、ミ

ヤマシジミは一年中この町に

居続ける絶滅危惧種で、最も

生息地が残っていることは全

国に誇るべきことです。

　そんなミヤマシジミを代表

とする「希少な生き物たち」

がこれからも人里で暮らして

いけるようにするために、

「ミヤマシジミ里の会」（以下、

里の会）が2021年10月に発足

しました。

　生息地の草刈りや在来植物

の植栽といった、泥臭くて地

味で地道な活動が主ですが、

発足からまる３年が経過し、

ミヤマシジミの保全でまちおこしへ

町や議会に望むこと
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詳細はP.５

〈問題〉

県内で○○○位

徐々にその成果が見え始めて

います。

　里の会で草刈りする生息地

は本郷・七久保地区だけだっ

た発足当初から、現在は飯

島・田切地区にも広がり、植

栽によってミヤマシジミが定

着したことで、生息地の数も

回復しつつあります。

　里の会の会員は徐々に増え

ており、飯島町民だけでなく

近隣市町村の在住者にも広が

り、今年９月の草刈りでは、

妙高市や長野市、松本市から

も若い助っ人に駆けつけてい

ただき、町内外に里の会の活

動が注目されてきています。

　今後は、ミヤマシジミがさ

らに愛着を持てる身近な存在

となるように、普及啓発活動

にも積極的に取り組んでいき

たいと考えています。

　町民の皆さんと、そのご先

祖様がこれまで「自然と共に

生業を営んできたこと」で生

き残ってきたミヤマシジミ。

　これからは、ミヤマシジミ

によってこの町が少しでも賑

わいを取り戻し、町民の皆さ

んが「この町で暮らす誇り」

をさらに感じられるように、

活動を展開していきたいです。

　人口減少や高齢化、それに

伴う省力化や機械の大型化に

よって、飯島町の遺産とも言

える「豊かな生物多様性」が

少しずつ劣化してきています。

これまでもこれからも、「人と

自然の調和」がとれた魅力あ

る町であり続けるために、一

人一人がまちづくりに考えを

巡らせる機会を作っていって

もらいたいです。

１人あたりの医療費は、 住所・氏名・年齢・解答とご意見など
をご記入のうえ、いいちゃんポスト・
ＱＲコードで、飯島町議会事務局　
議会だよりクイズ係宛まで

コマツナギがないと生きられない

InstagramInstagramFacebookFacebook

で　 と ひで のり

子育てと福祉が充実した１年間！子育てと福祉が充実した１年間！特 集特 集


